

































































































































































































































































































































































































次章以降では、 この「規約」 「会則」にみえる畝傍橿原教会のいわばあるべき姿と、 主に「会








































常によって神武天皇陵に群がった人びとに向けられた偽りのない評価であったということができよう。また、 「山陵図絵等全国一般ニ売出等之見込」とは、いかにも報国社・畝傍橿原教会による神武天皇陵をめぐる刷物・書籍の類を髣髴とさせるが、 そ ような刷物・書籍の類を 「売出」したのは何も報国社・畝傍橿原教会に限ったことではない。神武天皇陵 接して営まれた結社等の多くはそのような刷物・書籍の類を発行して参拝者の獲得に力を注いで たのである。
しかしそれにしても、 この神武天皇陵における 何歟普請」とは一体何だったのであろうか。
















































































































































































































































































鑑」 、あ いは領収書の類である。もちろんすでにみたように、畝傍橿原教会にあっては会員はさまざまな刷物・書籍の類を教会から呈與される。そうであれば これら刷物・書籍 類も畝傍橿原教会による「 員募集」の足跡をたどるための史料として貴重であるには違いない。しかしこれら刷物・書籍の類は、ともすると博物館や資料館・史料館等 諸家文書等 含まれて保存・利用されるよりは、図書館等で図書等 して保存・利用される場合の方が多いであろ
畝傍橿原教会による「会員募集」
九一






















































































なお史料Ⅶの末尾には、 「寄附金即納ノ規則」 によって金一円を 「相渡 し、 それによって 「受




















神宮／官國幣社／遥拝之巻全」 （袋とも）一点、やはり畝傍橿原教会による「皇祖天神／歴代皇霊／遥拝之巻全」 （袋とも）一点、明治十年二月十一日「今上皇帝神武天皇御陵御参幸之節奉奏之御祝詞」 （ 「畝傍橿原教會本院發行之章」の捺印あり）一点、 「畝傍橿原教會本院／大講義長井秀三郎」との名刺一点がある。
以上、管見の限りの各家文書等にみえる畝傍橿原教会による「会員募集」の足跡を示す史料




とも、畝傍橿原教会というよりは奥野陣七への訪問であって、会員が畝傍橿原教会を訪れたというのではない。奥野陣七の名を聞き及ぶに至って、神武天皇陵をはじめとする名所・旧跡等の案内を乞うて を訪れたのである。つまり この阪正臣の畝傍橿原教会への訪問は、本来本稿で注目している畝傍橿原教会による「会員募集」とは直接の関係はない。とは言いながら、ここにみようとしている阪正臣の訪問からは、 「会員募集」の実態からみえる畝傍橿原教会の姿とはまた異った一面を窺うことができる。また左に引く史料Ⅷは、当代一流の知識人と奥野陣七との出会いについてのまさに直接の記録である。早速史料に接することにしたい。












 去りて久米寺にいたり、橿原神宮の前なる奥野陣七といふ翁をとふ、不在なりしかば、となりの茶店にてひるげたぶ。さてまねけはゆくに、舎人親王の御墓とおぼしきよりいでたる瓦なりとて、いとかたき煉瓦やうのものを見す。又生駒郡生駒村大字大平尾より出たる岩壺といふもの 、いその みふるの瀧にある烏帽子石といふとをあたへらる、その外御陵墓参拝一覧、神武天皇御一代記などくさ〴〵おくらる。且案内して神武の御陵、綏靖の御陵、安寧、懿徳の御陵など、つぎ〴〵拝ませら 。綏靖の御陵は神武のよりすこし東北の平なる地にあり、三代四代の御陵はうねび山の西南なり かく 鳥屋といふ所をすぐ、こゝは古の鳥坂なりとぞ。宣化天皇、同皇后 陵を し、源氏山又墓山といふを右に見 、蜜柑の木ども生ひたるあたりをわけ〳〵してある岡に ぼる。道もなき所を木の根にすがりてのぼるに、大きなる石あり、正面よりは六尺ばかり うしろよりは一丈 まるべし、上の平なる所は長さ三丈幅一間ばかりにて角なるくぼみ二つあり、大きさ三尺四方ばかり、こゝにむしろしきて、奥野翁かねて子ども いひつけて酒肴をはこばせたり。こ 石の上にゐて みくふ。こ
一〇〇

























川・明日香川を渡 。奥野翁は車夫 苦しむのを叱って見送 てくれ、労しく思った。電車の出発まで窓を覗いて話をしてくれた。ここに奥野陣七は、橿原神宮の前にあって天皇陵や史跡等に詳しく、自ら著した刷物・書籍









に焦点を当てて、 「規約 「会則」にみられる枠組みと募集の実態の双方から畝傍橿原教会に迫ろうとしたのが主眼である。なお畝傍橿原教会なりその主宰者の奥野陣七、またその前身である報国社 ついての研究を継続して、国家神道の中核と位置付けられた神武天皇陵や橿原神宮と、教派神道大成教 一教会としての畝傍橿原教会やその主宰者である奥野陣七との間に生じた協力関係もしくは軋轢についての研究を進めることの必要性を痛感した。
このことについて敢えて一言付け加えるなら、神武天皇陵のみならず天皇陵というものは、





会は、教派神道大成教の一教会として、神武天皇陵を造り上げてきた人びとによって組織されてきた結社ととらえることができる いうことなのである。そうすれば、畝傍橿原教会がどのように「 員募集」を行なっ 教勢を拡大 いったかということは、同時に 神武天皇陵に対する一般の人びとの崇敬なり信仰なりがどのよ にして形成されてきたものであったかということと大い 密接な関係性があるのである。
よく知られているように、明治二十三年四月二日には とその皇后媛蹈鞴五十鈴姫命









（３） 『大和国髙瀬道常年代記上巻』四九八頁。（４） 『大和国髙瀬道常年代記下巻』五八六頁。（５） 『大和国髙瀬道常年代記下巻』九五四頁。（６）前稿三十七～四〇頁。（７） 『橿原神宮史巻一』一八九頁。典拠は「 『橿原神宮史稿』─社務日誌」 。（８）奈良県立図書情報館所蔵奈良県庁文書。請求番号Ｍ
20─
36。
（９） 「門標」 「印鑑」については、 「規約」第九条に規定されている。（







































12）この「真景」は、縦五十五センチメートル横七十七センチメートルに及ぶ大型のもので、報国社・畝傍橿原教会によ 「真景」として他に例のないものである。図柄は「畝傍山」 「安寧陵」 「吉田」 「宣化陵」 「懿徳陵」 「池尻」 「鳥屋」 「深田池」 「畝傍」 「橿原神宮」 畝傍橿原教會本院」 「畝傍橿原教會本
一〇六
院用地」 「久米」 「久米寺」 「石川」 「孝元陵」 「大久保」 「天香具山」 「敕使舘」 「神武天皇御陵」 「耳成山」「綏靖陵」 「八木」 「今井」等を俯瞰して描くもので、上部には左に引く文章を記す。長文ではあるが、後段には奥野陣七なりの感慨が述べられておりその全文を引用する。　
皇祖神武天皇御諱ハ神日本磐余日子火々出見尊ト申奉リ
天


















16） 『樅屋全集巻五』 「阪正臣年譜」 。
〔註記〕　　
本稿は、平成二十五・六年度成城大学特別研究助成「奥野陣七主宰報国社・畝傍橿原教会による刊行物の体系的研究」の成果の一部 。同研究の標題 本稿の標題が異なるのは、報国社・畝傍橿原教会の 質をその「会員募集」と考え、それを明 かにしようとしたことに拠る。
